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-よ図市役所(哩随m，T..国富4100) ・市政鍵雪電話 t圃鴎2539) ・市政提言FAX {臣民主~1111

10月1日の 『北陸新幹線』開業を前に、 9月23日、

上田駅のお城口・温品口や、南北自自通路を金場に、

『新幹線開業プレイベント』が開催されました。

これには、上田駅を利用することになる上小地域を

はじめ、坂城町、 上山岡町、そして束筑l摩郡の四賀村、

本械村、坂北村、麻績村、桜井村など多くの団体が害

加。あわにくの雨で、予定されてわた各地区の郷土芸

能の披露は中止されましたが、新幹線上田駅舎見学や

特産物販売コーナーなどにはおおぜいが訪れ、開業が

目前に迫った新幹線に対する期待を高めていました。

一一一人口/122.197人 (+36) 男/59.999人 (+17) 女 /62.198人 (+19) 世帯/43，274(+44)
外国人容銭者数/2.445人(+6幻 里/1.380人(十26) 女/1，065人 (+3ω ()は前月比



局'@]局働省局衛'@{fJ~町立智歯

垂直言じ上田市

リサイクルフェア信州
資源活用広場(フリーマーケット)

唱O月唱9日(日)
午前10時~午後4時

経済の発展とともに、市民生活も多様化してきてい

ます。これにあわせて、いろいろな消費財やサービス

の供給が、Jl(・質ともに豊富になっています。

消費者は、それぞれの商品やサ ピス四機能 ・用途

に関する知識を持つことによって、はじめて合理的な

生活を営めるようになります。

しかし、個々の消費者がこうした専門的知識を持つ

ことは、現実には困難なことです。

( 

プレゼシトします
『園芸用肥料 (花の種付き)J (先着600名)

『再生紙 トイレットペーパーJ(数に限りあり)

『花鉢J(午前11時から先着300名)

|アンケートにご協力を/1

不用品里親探しコーナー
午前"時30分~

未使用のもの ・まだまだ使えるものが不用品と

なって泣いています。あなたがもらってくださL、
意外な楓り出し物があるかもしれませんよ。(希

望者が多数回場合はジャ μケンで決めます)

上田創造館
このような中で、消費者が安全で合理的かつ自主的

な消費生活を確保するためには、広い分野における情

報の提供が必'lJ!です。

そこで、消費者の視占に立った情報交換の場として、

消費生活展を開催します。賢い消費者になるために、

地球にやさしい暮らしをするために、皆さん、お出か

けくださL、。

-駐車場および金場車内図

• 評
局

E・"・
会績は駐車場が狭いので公共交通機関を刺用して〈どさい。

広..ラ~l.!g. 10. 7 【2】



展示内容のご案内 I 

••••••••••••••••••••••• ••• •• 
よ田市遺骨柵入会

捨てる前にもう一度
E生品の展示

手作り品の販売

ー・・・・・・・・・・・・・・・ E・・・・・・・・・..

••••••••••• ••••••••• •••••••• 
上田市消費者の会

台所から愛をこめて

パートIV
家庭から環境を守り

輪を広げようー
.;;1境に配慮したお脂は。

-ダイオキシンについて

•••••••••••••••••••••••••••• •••••••••••••••••••••••••••• 
上田市掃人団体連絡協機会

豊かさに負けない暮らし
してますか

「ムダ」それは

あなたが決めること
.貸衣装・留袖の展示

•••••••••••••••• ••••• ••••••• •••••••••••••••••••••••••••• 
上固定の会

見つめなおそう

わが家のくらし
生活合理化の見直しを

家庭から
・家庭生活の中での衣食住、家

計に閲する展示物

星野県童生活故普推進協聴会上

田市協櫨会

大腸ガンの予防
バランスのとれた食事で

ガン予防
-モデル献立の展示

••••••••••••••••••••• •••• ••• •••••••••••••••••••••••••••• うえだ宜性会繍

豊かなひと、豊かなまち、

豊かな明日をめざして
・うえだ女性会議白紹介

手作り品等の販売、パザー

•••••••••••••••••••••••••••• 
買い物をされる由、たla、買い物
かごか、袋をご持参ください。

•••••••••••••••••••••••••••• 日本議煙左量会

禁煙は全人類の健康に

資する
-喫煙ポスタ の展示

.入金のおすすめ

•••••••••• •••••••••••••••• •• •• ••••••• ••••••• •••••••••••• 
畳野宜糧事務所上国主所

おいしい安全備蓄米
(たくわえくん)
・備苦i制度目紹介

・パネルの鹿示

・ビデオ政映...........................圃
•••••••••••••••••••••••••••• 
星野県置法障害防止飽櫨会

テレビきれいに

見えますか
・泣波障害防止相談所の開設

図案コンク ール作品目展示

ー........・・・・・・・・・・・・・・・・・..

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・剛.......-

畳野県しろあり防除協会

より良い生活環境の創造
.白あり の生態と融害白展示

・適正価栴の紹介、 相談コーナ

・HH徳聾者対置

•••••••••••••••••••••••••••• .....・・・・....................

生活協同組合コープながの

リサイクル商品について
・古紙再生商品の展示、販売

・パネル展示

•••••••••••••••••••••••••••• •••••••••••••••••••••••••• •• 
上回ガス

環境にやさしい天然ガス
・安全、安心ガスライフの紹介

(多重安全機能付ガス機器、マ

イコンメーター、被告型曹報

器)

•• •••••••••••••••••••••••••• 
畠野県歯科衛生士会上小主部

歯の健康相談

「人口甘味料を考えるJ

.パネル展示

n ンフレット配布
ー...・・・・・・・・................

•••••••••••••••••••••••••••• • • i緑が丘北区リサイタルクラブ

:資源と環境を大切に

••• 

_........... .・・・・・..........

-• • • • • ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..

:・リサイクル商品の販売

•••••••••••••••••••••••••••• 
lil i!i ，.幸市

海野町のIまき1Iき市が
生，舌展に『

新鮮な野菜を食車に

お届けします

•••••••••••••••••••••••••••• 
i上回ローターアクトクラブ i 
iリサイヲル品等の販売 i 
. (バザー) . 

•••••••••••••••••••••••••••• 
上田市祉会福祉協協会

社会参加・・ 地域社会との

交流を深める
.共働作車所わっこ

h 廃刊11から安全で環境に置しい

石融づくり

.共同作草所やまびこの牽

手竹り品の販売

.社会福祉法人宝池住吉曹

シクラメンの販売

・上回しいのみ闇

高齢者と環境

(消臭ポーチの販売)

.ひまわり号を走らせる惜州上

回実行委員会

障害を持つ人由 「列車に乗り

たいJ r旅をしたもリ甑いの実

!ll 
.モチーフの会

手作り製品の販売

•••••••••••••••••••••••••••• 
問い合わせ E 

生活環境課 (阻ま事~

主催よ箇市消費生活履運営委員会/共催 長野県上図市/後自慢 朝日新聞畏野支局・毎日新聞社・観売新聞社・中回新聞社ー信漫毎日新聞社
信州民報社 NHK畏野敏送局・信鑓鐙送・長野敏送テレビ信州・長野朝日放送・週刊上司新聞祉東慣ジャーナル社上回ケーブルピγ ヨン
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Up with People. 

アップ・ウィズ・ビープルが、

。工万イ lil~) を公演

ア
メ
リ
カ
合
意
固
に
本
部
を
置
く
非
営
利
国

際
教
育
団
体

『
ア
y
プ
・
ウ
ィ
ズ
・
ピ
プ
ル
』

(
U
p
w
i
t
h
p
e
o
p
l
e
)
が
凶

月
口
日
か
ら
上
田
市
を
訪
れ
、
四
日
出
に
は
市

民
会
館
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

を
公
演
し
ま
す
。

ア
ッ
プ

・
ウ
ィ
ズ

・
ピ
l
プ
ル
は
、
加
数
か
国

か
ら
集
ま
っ
た
若
者
が

1
年
間
生
活
を
と
も
に
し
、

世
界
各
地
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
公
演
し
な
が
ら
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
や
生
活
様
式
を
経
験
す
る
プ
ロ
グ

m
U
M
n
d
 

l
 

o
A
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-&l
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g
o
 

白
Lv

n
H
I
 

nunu
 

H
Hu
 

m
E
i
 

ロ
匝.
.
 ，
 

ミ 1ージカ I~

ラ
ム
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
こ
れ
ま
で
に
、
ニ
ュ
ヨ

ク
・
カ
ネ
ギ
1
ホ
!
ル
を
始
め
と
し
て
、
オ
リ

ン
ピ
y
ク
、
万
仰
で
も
公
前
移
行
っ
て
き
て
お
り
、

そ
の
ン
ョ
l
は
言
語
、
人
種
を
越
え
た
音
楽
に
よ

る
国
際
交
流
と
し
て
高
い
評
価
を
畳
け
て
い
ま
す
。

会『
I

回
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
は、

幻
世
紀
を
目
前
に
控
え
、
「
世
界
白
中
由
自
分
」

の
役
割
に
つ
い
て
敏
幸
の
皆
さ
ん
に
問
い
か
け
ま

す
。
英
語
と
白
書
詰
を
と

E
喜
元
来
し
い
シ
ヨ

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
〈
た
さ
い
。

( 

.10月18日 (出午州場開祖母醐

.上田市民会館ホーJ"
-入場料 1， 000円
・主催 アップ ウィズ ・ビープル国内実行垂員会、上田市、上

回市教育委員会

.問い合わせ アップ ・ウィズ ・ピプル上回事務局 〈創造館内 ・

lIlDlヨ1445)、よ田市秘書課<OIDill34 3 5)、上田市

教育委員会文化課<OIDill51 0 2) 

.前!II!り券取り緩い 上田西武、琴光堂、上田市民会館、よ田市

文化会舘 (中央公民師〉、各支所 (量殿、塩田、川西)、

書公民瞳 (西部城南 ・上野が亘塩図 ・JII西〉、市立

得物館、市立図書館、創造館、部書課、文化課

[41 

中
学
生
納
税
標
語

入
選
作
品
が
決
定
/

10. 

上
国
税
輯
署
、
上
小
地
方
市
中
萌
所
、
上
小

-

E
柏
田
税
教
育
推
進
協
曙
金
と
市
で
、
税
金
の

世
割
と
期
限
内
納
税
の
重
要
性
を
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
内
中
学
3
年
生
を
中

心
に
税
に
聞
す
る
標
語
を
幕
聾
し
た
と
こ
ろ
、

8
9
2
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
慎
孟
に

審
査
し
た
結
果
、
品
名
の
か
た
の
作
品
が
入
選

し
ま
し
た
。
(敬
称
略
〕

な
お
、
上
国
税
務
署
長
賞
等
は
更
に
上
世
の

宜
入
選
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
決
ま
り
し

だ
い
掲
載
し
ま
す
。

-
上
小
地
方
事
務
所
長
賞

マ
『
税
金
は
未
来
を
つ
く
る
大
き
な
カ
』

(田
中
将
之
・
一
中
)

マ
『
納
税
は
住
み
よ
い
町
へ
の
第

一
歩
』

(矢
島
好
太
郎
・

-
一
中
)

マ

『
ゆ
と
り
あ
る
社
会
を
築
こ
う
み
ん
訟
の
税

で
』

(平
野
菜
抄
樹

・
三
中
)

マ

『あ
な
た
の
税
社
会
の
た
め
に
あ
な
た
の
た

め
に
』

(

北
島
ゆ
か

・
田
中
)

マ

『高
齢
化
社
会
支
え
て
い
く
の
は
み
ん
な
の

税
』

〔大
野
藍
・
五
中
〉

マ

『安
心
に
暮
ら
せ
る
明
日
を
説
金
で
』

(北
部
知
世
・
塩
田
中
)

マ

『税
金
で
明
日
の
理
境
と
と
の
え
ょ
っ
』

(前
島
友
香

・
六
中
)

・
上
国
市
長

貰

(

学
組
順
)

石
檀
健
二
、
山
辺
抄
緒
里
〔
以
上

一
ー
中
)
、
宮

白
雅
子
、
若
林
小
夜
害

(以
上
二
中
)
、
関
谷

岳
史
、
田
古
島
志
信

〔以
上
三
中
)
、
斎
藤
理

罪
、
峯
岸
高
央
(
以
上
回
中
)
、
神
谷
雄
介
、

野
尻
健

一
(
以
上
五
中
)
、
金
井
友
菱
、
証
口

智
葺
(
以
上
塩
回
中
)、
柴
田
哲
伸、

堀
内
純

二

(
以
上
六
中
)

広宥ラZ足'!9



ア
y
プ

・

ウ

ィ

ズ

・

ピ

l
ブ
ル

『ホ
I
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
家
庭
』
も
募
集

一
行
は
、
叩
月
口
日
幽
に
上
田
市
を
訪
れ、

出
自
由
に
ミ
ュ
!
ジ
カ
ル
公
前
を
行

っ
た
接
、

幻
日
嗣
ま
で
上
凹
市
に
ホ
l
ム

ス
テ
イ
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

日
本
に

い
な
が
ら
海
外
経
験
を
講
し
む
と
と
も
に
、
日

本
田
生
活
習
慣
を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
期
間

同
月
日
日
幽

1
n
日
同
の
可
能
な

期
間

マ
内
容

加
数
か
閣
か
ら
臨
ま
っ
た
若

占
申
ホ

l
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ

(1
家
庭

1
1

2
名

)

マ

日
程
予
定

げ
日
受
け
入
れ
家

庭
と
の
顔
合
わ
せ

・
引
会
幹
主
『
四
日
ミ
ュ
l

日
カ
ル
公
波
、
凶

日

ホ

1
ム
ス
テ
イ
家
庭
と

の
交
疏
、
初
日

'sm日
市
内
諸
施
設
紡
問、

幻
日
吹
田
滞
在
地
へ
移
動

マ

留
軍
事
項

①
滞
在
費
用
は
原
則
と
し
て
受
け
入
れ
ま
躍
が

負
担
(
電
話
代
等
個
人
的
費
用
は
本
人
負
担
)

②
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
公
演
に
置
先
的
に
招
待
さ
れ

ま
す

マ
a申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

①
ア
ッ

プ

・
ウ
ィ
ズ

・
ピ
1
プ
ル
七
回
事
筋
口
同
(
国
⑪

1
4
4
5
)
②
市
役
所
臨
書
課
(
胴
替
0
4
3

5
)

マ
モ
の
他

日
日
は
終
日
、
そ
の
他
の

日
は
夕
方
よ
り
翌
朝
ま
で
の
交
流
と
な
り
ま
す

時
代
小
説
、
歴
史
小
説
由
世
界

で
国
民
的
な
作
家
で
あ
る
地
披
正

太
郎
さ
ん
の
作
品
の
中
か
ら
、
真

田
太
平
記
、
鬼
平
犯
科
帳
、
剣
客

商
売
、
仕
峰
人

・
藤
校
梅
安
を
中

心
に
、
自
草
原
稿
、
賢
料
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
白

作
品
申
中
で
描
か
れ
た
風
間
先
さ

ん
、
中

一
也
さ
ん
の
抑
絵
版
画
も

あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

マ
と
幸

叩
月
山
日

m
i
m日

冊
午
前
同
時

5
午
後
B
時

マ

と

こ
ろ

上
聞
市
観
光
《
飴
タ
事

1

ラ
リ
ー

マ
問
い
合
わ
せ

街
区

振
興
課
(
困

1
4
4
0
1
1
4
4

2
・
直
通
問
8
5
3
9
6)

滑
測
な
詩
情
で
つ
づ
る
合
唱
組
曲

10Jl1 午冊稜酌山1
U月 9日(日)上田市民会館

作間 ・作rtli者紹介、時のWI段、作随意図の彼鴛伝

ど

・コンザート 混声合問、女性合附 【肉声合唱)による演奏

・漬奏 指棟 三銭成彰 (作曲者自身)、ピアノ 深沢雅美、合

附 「平曲川股敏J創作敏鴛記念合唱団 ・コールあさひ

・入渇制 高佼生以上1、000内 (チケヲト 1枚で2名まで人

場可)、小中学生200円

.プレイガイド 上園西武、琴光堂、上国市民会館、 上限市文化

会館、各支所 〈霊殿、塩図、 liI酋)、各公民館

{酋郷 ・峻陶 ・上野が丘 ・溢図 ・/11酉)、市立憾

物館、市立園管館、創造勉、経書課、文化蝶

合唱観的 「平飽/1101歌」制作公演実行委員会 ・長野県合

暇進盟

.問い合わせ 実行聾貝会務務局 (藤沢 .m 026-234
0051)、文化銀 (cr!II@510 2) 

.0.. 
= ii!iiiI!!!Ii冨E

[よ回会場]

9
月
M
日
側
の

「信
州
う
え
だ

秋
の
料
理
フ

周
富
徳

ェ
ア
」
が

「き
ょ
う
の
料
理
』
で
放
送
に

N
H
K
 

放送日・10月6日明INHK総合10，05-10，30
再放送 NHK教育21， 00-21 ， 25 ・10月7日出NHK輯音10'05-10 ， 30 
再鍛造 NHK教育21， 00-21 ， 25 

.セレモエー

【5J 10. 広111ラ~E9.

-主催



左
側
奥
に
見
え
る
の
が
ロ

l
マ
ン
情
。

そ
の
向
こ
う
に
見
え
る
の
が
神
科
軒
屋

• 
神
川
か
!
り
の
水
を
引
い
た
新
星
堰
が
滑
」
ワ
か

に
流
れ
る
併
か
な
里
で
す
。

神
科
台
地
を
潤
す
こ
の
堰
は

7
世
紀
半
ば
ご

ろ
か
ら
工
事
が
始
ま
リ
そ
の
改
陪
エ
事
は
初
世

紀
に
な
っ
て
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
卓
空
草
山

下
の
約

7
q
0
メ
ー
ト
ル
の
墜
週
間
削
が
そ
れ

で
l
q
5
l
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

そ
の
聾
道
記
走
碑
の
前
の
小
さ
な
空
地
は
、

神
科
新
星
の
田
場
(
ま
わ
リ
ぱ
)
の
跡
と
聞
き

ま
し
た
。
葬
列
が
そ
こ
で
数
回
目
リ
見
送
リ
の

人
び
ど
と
究
者
が
J

氷
劫
の
別
れ
を
し
た
と
い
い

ま
す
。そ

の
場
所
か
ら
新
星
第
l
号
古
横
〈
市
指
定

史
跡
)
へ
は
、
古
い
草
落
の
面
器
を
と
ど
め
て

い
る
風
景
の
中
町
通
告
行
き
ま
す
。

古
噴
は
小
高
い
雑
木
林
町
中
に
ほ
ぼ
完
全
な

幸

τ残
っ
て
お
リ
、
円
い
形
を
し
た
円
墳
で
、

死
者
を
埋
葬
し
た
内
部
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
古
墳
の
上
に
は
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
自
然

に
生
え
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
ク
ヌ
ギ
の
木
々
が
枝

を
広
げ
て
い
ま
す
。

t 

会
愛
草
島
闘
訓
w麟
量
管
局
同
脚

-紗指
U

ぜ
品
開
修
霧
鏡
獅
伊
鰭
岡
国
伊

••• 
上
回
の
景
観
と
花
と
緑
由
ま
ち
づ
く
り

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
由
大
切
さ
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
ふ
る
さ
と

上
悶
由
風
景
写
真
展
」
と
小
学

6
年
生
に

よ
る

「
わ
た
し
白
好
き
な
風
景
絵
画
展
」

を
次
の
と
お
り
開
悩
し
ま
す
。

マ
と
吉
川
月
刊
日
制

1
同
日
日
開

マ
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
室

マ

展
示
時
間
午
前

9
時

1
午
桂

5
時
(同

日
は
午
後

3
時
ま
で
)

マ
問
い
合
わ
せ

景
観
建
築
課
(
困
1
5
8
5)

広調官ラ左足ず9.10. 【6l

••• 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
白
ピ
ル
や
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
道
路
に
固
ま
れ
た
街
は
、
と
て
も
味

気
な
く
、
設
風
景
な
空
間
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。一

方
、
緑
や
花
は
、
私
た
ち
の
心
に
ゆ

と
り
と
う
る
お
い
、
そ
し
て
や
す
ら
曹
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。
緑
と
花
に
あ
ふ
れ
た

美
し
く
豊
か
な
街
を
み
ん
な
で
つ
く
り
育

て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

-
街
路
樹
に
思
い
や
り
を

街
並
み
に
四
宰
白
彰
り
を
添
え
、
暑
い

目
ざ
し
に
緑
陰
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
街
路

樹
。
上
回
は
全
国
で
も
ま
れ
な
雨
回
世
な



-車内図 (ー部)

園国・固
園園田園
「人権教育のための国連10年」

世界じゅうの人びと と手を携えて
人慣が日常生活の中に根を下ろし、

人びとの苦しみと共感し曹書官う心を。

7
世
紀
末
ご
ろ
に
轟
か
れ
た
こ
の
古
墳
近
く

の
斜
面
に
は
現
代
人
の
墓
地
も
あ
リ
、
管
も
今

も
永
眠
の
地
と
し
て
こ
の
辺
リ
が
遇
ば
れ
て
い

る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
す
。
あ
の
回
場
か
」
ワ
の

葬
列
も
こ
の
山
ろ
く
へ
の
道
を
畳
っ
た
こ
と
で

し
ょ
も
ヲ
。

新
星
の
枝
村
だ
っ
た
矢
花
地
位
帽
の
田
基
の
古

墳
は
「
矢
花
町
七
つ
塚
」
(
市
指
定
史
陣
〉
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
日
以
ょ
の
古
墳

が
あ
リ
、
比
較
的
挟
い
範
囲
に
古
墳
群
が
存
在

す
る
貴
重
な
史
障
で
す
。

リ
ン
ゴ
畑
に
点
在
す
る
「
矢
花
の
七
つ
塚
」

は
形
M
V
崩
れ
わ
ず
か
に
内
墳
の
暑
を
残
す
だ
け

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
果
樹
閣
の
中
の
古
代
人

の
基
は
珍
し
く
、
こ
の
地
町
長
い
歴
史
を
高
じ

さ
せ
ま
す
。
こ
の
古
墳
群
も

7
世
紀
末
ご
ろ
の

も
の
で
、
こ
の
時
代
に
な
リ
ま
す
と
有
力
・
庶
民

が
家
族
の
墨
と
し
て
轟
く
よ
う
に
な
っ
た
ど
の

こ
と
で
す
。
「
新
星
パ
ス
停
」
付
近
に
は
双
立

神
埠
の
古
い
道
祖
神
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

様
式
か
句
且
て
江
戸
時
代
前
期
の
建
立
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
下
揮
構
へ
の
坂
道
を
見
守
る
よ
う

な
場
所
に
ひ
っ
そ
リ
と
た
た
ず
ん
で
お
リ
ま
す
。

(
平
野
勝
重
)

第二次世界大戦では尊い人命が奪われ、さらには残膚な形での大量

虐設が繰り広げられました。それに対する反省を求める声が高まるな

かで、差別を揖廃し人櫛を擁護することの必要性から 1948年に

「世界人情宣言」 が国連において保択されました。

その桂国連によって、さまざまな人備侵害や差別をなくしていこう

という国際的基準、条約も保択されてきました。 しかし、いくら国連

が基準や条約をつくっても、人楠由大切さを世界由人びとに理解して

もらわなければ意味がありません。そのためには人楠鞍宵を世界的な

規棋で進めることが大切であるという認識がうまれました。

それは、地球規模の賭H:J魁を解決し、人聞が人間らしく生きていけ

る世界を築いていくためには、人権を世界の人びとに棋づかせていく

ことこそ大切であるという考え方です。

つまり、人類普遍の価値として考えられてきた人権が、国際社会白

現実白生々しい問題との関連でとらえられ、新しい国際社会白ルール

作りの中心に据えられるようになってきたということです。

こうした国際社会のコンセンサスを背景に、 1994年国辿輯会に

おける決犠に基づいて「入植教育白ための国辿10年 0995年-2

004年)Jが設定され、人桶教育白推進、人権文化の磁立由ために、

各国の圏内行動計画の作成が進められています。

地球規模で、という宮輩だけを聞くと、どうも私たちの日常生活と

かけ離れているような印量を畳けてしまいますが、だれでもが地球市

民になれるのではないでしょうか。

私たちの地域にも異なった文化を持った人たち、いろいろな考え方、

生き方をしている人たち、不条理の中で苦しんでいる人たちがいます。

こうしたさまざまな人たちと申出会いを過して、その人たちの思いや

苦しみに共感し、それらと書き合う心を自分の中に曹積させていくな

らば、必ずや、国境や民臨を越えて、速くで苦しんでいる人たち白心

とも曹き合うことができると思います。

このように地域で精いっぱい人権問題に取り組むことこそが地球市

民になることな由ではないでLょうか。地球規模で取り組んでいるん

だという思いのなかで。

マ人権問和対軍保 (直通哩⑬5393)

い
地
峡
で
す
。
雨
の
な
い
日
が
続
く
と
街

路
樹
も
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
家
目
前
の

街
路
樹
に
は
思
い
や
り
を
こ
め
て
水
や
り

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
落
ち
葉
町
季

節
に
は
清
掃
等
の
ご
協
力
も
お
願
い
し
ま

す
。

-
遭
路
沿
い
の
揖
化
を

皆
さ
ん
の
車
の
緑
も
街
の
緑
と
し
て
大

き
な
昨
唖
力
が
あ
り
ま
す
。

プ
ロ
ッ
ク
塀
専
で
固
い
、
家
の
側
か
ら

だ
け
楽
し
む
躍
で
な
く
、
生
け
塩
を
設
値

し
た
り
、
道
路
か
ら
見
え
る
庭
と
す
る
な

ど
、
道
路
に
面
し
た
部
分
自
緑
化
を
積
極

的
に
進
め
、
緑
の
街
並
み
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

マ
問
い
合
わ
せ

8
2)
 

公
園
緑
地
課
〈

8
1
5

1 !1i1llラ~!i!9. 10. 【71



情報
脂2を見る会へどうぞ

保育園入園申し込みの方法、内容については、

主号(広報 rlO月 16日号J)でお知らせします。

b問い合わせ保育臨〈直陸軍51 3 2) 

『保育園入園申し込み」

施
設
を
知
る
よ
い
機
会
で
す
。
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
ご
書
加
く
だ
さ
い
。
害
加
料
は
無

料
で
、
畳
立
は
市
で
用
意
し
ま
す
。

マ
申
し
込
み

往
復
は
が
き
に
①
住
扇
②
氏

名
③
電
話
番
号
⑤
害
加
希
望
日
⑤
集
合
場
所
へ

の
戸
聖
子
段
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

(
叩
月
口
日
制
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効
)
。

は
が
き
は
、
-
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で

1
枚
ま

で
と
し
、
グ
ル
ー
プ
で
の
申
し
込
み
は

5
人
ま

で
と
し
ま
す
。
マ
由
申
し
込
み
先

上
回
市
大

手
l
l
u
l
同

上
田
市
秘
密
課
「
施
設
を
見

る
会
L

保

マ

定
員

各
コ

l
ス
必
名
(
応
募

者
多
数
白
場
合
は
拙
選
と
し
、
結
果
は
返
信
は

が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
)
マ
草
合
場
所

市
民
体
育
館
前
駐
車
場

す
ま
い
と
ま
ち
づ
く
り

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

••• 
居
住
水
準
の
向
上
、
住
環
境
白
改

普
、
住
宅
関
連
産
業
白
振
興
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
住
ま
い
と
暮
ら

し
に
閲
す
る
機
器
、
製
品
な
ど
の
総

11月17日明}

く:9:∞集合〉
<9:10出発〉

マ
浄水管理セ ンター

司V
マルチメ デ， 7
情報-1::17-

V 
技術研修セ y タ

〈昼食 ・惣級会〉
可F

補浄閣

v 
<15却解散〉

11月13日閣

<9∞集合〉
く9:10出発〉

V 
仰'"地区慢合福祉施綬
〈デイサ ピスセ" ・

児"セン タ ) 、，
ク1)_;，>セ ンター、，
銭術研修セ ンター

(昼食 ー矧級会3• 清浄H困
マ

く15∞解倣〉

11月4日e必
く9∞集合〉
<9:10幽発>

V 
上側首畝 渇 公 聞
〈照宮野成婚〉

V 
クリ - :.-t'ンター

‘' 筏術研修センタ
〈昼食 ー割談会}

v 
伸川地区複合栂枇施股
〈デイザーピスセy ター

児震セ ンター←》

マ
く15;!1O解散〉

合
的
展
示
、
情
報
提
供
や
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
啓
発
白
た
め
、

引
す
ま

い
と
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。マ

と
き

叩
月
口
臼
幽

l
m
日
間

マ
と
ニ
る

上
回
勤
労
者
体
育
セ

ノ
タ

1

マ
問
い
合
わ
せ

財
団
法

人
長
野
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

(
四

日
2
6
1
2
3
4
0
2
8
2)

叩
月
お
日

i
m
日
は

高
齢
者
文
化
祭
へ
/

••• 
「高
齢
者
希
望
に
燃
え
る
文
化
経
」

を
テ
!
マ
に
作
品
や
ク
ラ
ブ
活
動
。

成
果
を
発
表
し
ま
す
。

次
の
皆
様
か
ら
、
温
か
い
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
吉
田
久
長
線

1
点

マ
伊
東
邦
夫
線

(城
北
)
/
暫
時
田

冊
/
市
内
各
小
中
学
院
へ

マ
醐
日
本
消
防
協
会
悌
/
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
般
戦
前
半
1
台
/
上
田
市

出
問
団
ヘ

マ
良
野
中
央
ホ
ー
ム
棚
上
町
営
軍
所

線
・
林
あ
み
も
の
学
技
悌
/
5
3

7
0
0円
/
社
会
聞
社
基
金
闇
立

金
と
し
て

マ
北
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
憾
/

(中
之
条
)
/
絵
画

に日前ロ-m
 

温
町
駅図上が

謡

m
• 

眼図上国号

表
一
0

・7

1

州

問

問

附

一
叩

叩

叩

叩

一
一
内
情

刻

一
日

日

目

同

社

一

・

一
岨
情

↑

樽

-
w
航
空

E
:

明

一
所

餌

鹿

町

商

酎

紛

下

一
概
吋
判
申

一
回
日
必

川

一
間

宮

一
回

舵

田

地

一
駐

川

ト

間

一
川
刷
出

迎

一
川
白
小
吉

一
窓
生
樽
長

一
-
t
A
直
一一川
町
引

退
「
川
朝
型
副
司
塑
面
開

E
L
K

-
-

叫
叶
吋
川
剖
則

9
m

時

相置 困 9:3-4
播党ビル @制

.，タ-g:・7
三野町交番fOI9:37 
三好町 1丁目制。
セムノタ 9:44

，，<バス咽・ 9:38 
市役所 駅前

セJタ 9:55

ま
た
、

三
好
町
保
育
園
児
に
よ
る

太
鼓
(
お
日
)
・
大
事
干
奇
術
シ
ョ
ー

の
特
別
出
演
(
初
日
)
が
あ
り
ま
す
。

f 

サ
ッ
カ
ー
ゴ

l
ル
1
基
/
北
小
学

校
へ

マ
剛
ダ
イ
ヤ
工
業
様
/
1
0
0万
円

/
小

中

学
院
に
荘
持
す
る
外
国

語
の
児
童

・
生
徒
の
教
育
の
た
め

マ
N
T
T
上
岡
営
聾
支
出
係
/
匝
外

ベ
ン
チ

6
脚
/
上
回
古
戦
場
岳
固

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
問
と
し
て

マ
村
上
過
様

(上
宝
賀
)
/
中
国
古

代
瓦
(
レ
プ
リ
カ

)
2
3
8
点
/

日
現
国
分
寺
質
料
館
に
展
示

マ
H
本
た
ば
こ
産
業
制
上
回
骨
量
所

様
/
ス
タ
ン
ド
匝
皿
珂
圃

(平
成
自
年

7
月
刊
日
か
ら
8
月
出

回
受
け
付
け
れ
匁
)

手
工
芸
品

・
お
や
き
な
ど
の
即
売
コ
!

ナ
i
白
ほ
か
、
ふ
れ
あ
い
市
(
野
菜
・

く
だ
も
の
な
ど
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
)

も
行
い
ま
す
。

マ
と
き

凶
月
白
日
出

-m日
間

午
前
日
時

1
午
睡

3
時
(
羽
田
は
午

後

2
時

ま

で

)

マ
と
二
る

高
齢

者
福
祉
セ
ン
タ
・
中
央
デ
イ
サ
!

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
マ
送
迎

2
日
間

と
も
送
迎
パ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
(
岡
高
砂
4
1
1
9
)

[8】1 10. I1iI6ラZ足:9.

作年の高.障者文化祭

とき 10月四日出午前10時~/ところ 松本文化会館

/問い合わせ健康推進楳哩匝H244) 



.セミナーにもご参加を 〈官械部;必要です勾

メディアランドUEDA
・インターネット・ノベル連載開始!!
メディアランド UEDAでは、インターネットのホームページ上

に、インターネ y 卜・ノベル「そして、在は軍まった。」の連震を

9月から開始しました。

インターネット・ノベルは、インタ ネットの特性を生かした新

しい草の小脱で、音声や映像を取り入れることができ、また、電子

メールによって、醍者がストーリーに書加することも可能です。
この原作は、サントリ ミステリ 大賞を畳賞した「風よ、牽てJ

の著者の三宅影さん。毎月1l伝ずつ尭表する予定ですので、ぜひ、
ご覧くださL、。多くのかたからのメッセ ジもお待ちしています。

URL : http://wv.州 hooγa.co.jpfproject/novel/ueda/

事
故
や
災
害
に
備
え

日
赤
救
急
法
講
習
会

••• 
わ
た
し
た
ち
は
い
つ
事
故
や
虫
害

等
に
遭
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
と
き
、
適
切
な
手
当
て
を
す
る
こ

と
で
聴
い
命
が
司
ら
れ
、
世
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
こ
で
、
正
し
い
救
急
法
白
知

識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、
緊
急
時
に

必
聾
な
手
当
て
が
で
き
る
よ
う
、
救

急
法
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き
日
月
8
日
出
・
9
日
価
・

河川
日
凶
・
日
日
佃
の
4
日
間

(午
前

9
時
1午
桂
4
時
加
分
)

マ

と
こ

ろ
上
田
市
福
祉
会
館

(市
役
所
斜

め
向
か
い
)

マ

定
員
先
着
初
名

マ
畳
摘
貰
格

満
日
歳
以
上
田
か

た

マ
害
加
料
l
2
0
0
同

(初

日
に
ご
持
書
く
だ
さ
い
)

マ

講
習

内

容

人

工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
・
止
血
・
傷
の
手
当
て
・

=
角
巾

白
使
用
法
な
ど

マ
服
装
持
ち
物

実
技
の
で
き
る
服
装
、
筆
記
用
豆
、

昼
食

マ
そ
の
他

全
日
程
を
酵
了

し
た
か
た
に
は

「救
急
法
一
般
講
習

修
了
証
」

を
、
ま
た
、
検
定
を
希
望

し
て
合
格
し
た
か
た
に
は

「救
急
法

一
般
講
習
合
格
証」

を
差
し
上
げ
ま

す
。

マ

主
憧

日
本
部
十
字
社
長

野
県
支
部

マ
申
し
込
み
電
話
で

叩
月
白
日
幽
ま
で
に
福
祉
課

(胴
穆

5
1
3
0)
へ
。

雇
用
促
進
住
宅
が
完
成

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

••• 
腐
用
促
進
住
宅

『
サ
ン
・
コ
ー
ポ

ラ
ス
長
池
』
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

マ
事
量
概
要

3
D
K
剖
戸

マ

繍
所
大
字
上
田
原

(上
回
創
造
館

北
隣
)

マ

重
責

移

転
就
職
者

3
1
5
0
0
円
、
移
転
就
験
者
以
外

3
7
8
0
0
円
、
そ
の
他
共
益
費
・

敷
金
が
必
要
で
す

マ
入
居
開
始
予

定

来
年
1
月
8
日
か
ら

(入
居
申

請
は
U
月
却
日
か
ら
上
回
公
共
職
業

安
定
所
で
受
け
付
け
ま
す
)

マ

入

居
要
件

雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で
、

同
居
者

(扶
盤
親
脹
等
)
が
あ
る
こ

と
な
ど

マ
貸
与
期
間

原
則
と
し

て
1
年
未
満

マ
脱
明
会

日
月
四

日
嗣
午
桂
2
時
か
ら
中
央
公
民
館
3

階
大
会
議
室
で
開
催
し
ま
す

マ
問

い
合
わ
せ
上
回
公
共
職
業
安
定
所

(冊
窃

8
6
0
9)
、
長
野
雇
用
促
進

セ
ン
タ
ー

(固
0
2
6
1
2
2
4
1

8
0
0
0)
、
上
回
市
商
工
諜

(困

@
5
3
9
5)
 

上
回
西
高
等
学
校
の

開
放
講
座
へ
ど
う
ぞ

••• 
マ
と
き

叩
月
幻
日
1
U
月
初
日

の
火
曜
日
と
木
曜
日
午
桂
白
時
加
分

1
8
時
叩
分

マ
と
こ
ろ

上
回
西

高
等
学
校

マ
テ

マ

初
め
て
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
l
ム
ぺ
l
ジ
作

成

マ
経
費
4
0
0
0
円

マ
募

集
定
員
初
心
者
成
人
幼
名

(応
募

多
数
回
場
合
は
抽
選
)

マ

申
し
込

み

は
が
き
に
氏
名
、
性
別
、
年
時

住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
、
勤
務
代

パ
ソ
コ
ン
歴
を
明
記
し
、
叩
月
7
日

同
ま
で
に
上
回
西
高
等
学
校
情
報
科

閲
披
講
座
悟

(〒
3
8
6
上
田
市
下

塩
尻
8
6
B
-
m滅型
0
4
1
2)
へ
。

明
る
い
選
挙
啓
発
標
語

は
が
き
で
ご
応
募
を
/

••• 
政
治

・
選
挙
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
市
に
明
る
く
き
れ
い
な
選
苧
が

行
わ
れ
る
た
め
に
、

「
明
る
い
選
挙

啓
発
保
持
」

を
募
集
し
ま
す
。

マ
内
容

明
る
い
選
挙
推
進
に
関

す
る
も
の

マ
応
募
方
法

は
が
き

に
原
語

(一

人
何
占
で
も
可
)
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
を
明
記
し

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

マ

送
付
先

上
田
市
選
挙
管
理
委
且
会

(=1
3

8
6
上
田
市
大
手
l

U

M

)

マ
応
募
期
限
日
月
日
日

マ
入
選

作
品

入
選
者
全
且
に
記
念
品
を
贈

呈

マ

モ
の
他

入
選
作
品
に
つ
い

て
は
、
明
る
い
選
挙
推
進
の
た
め
積

極
的
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
上
田
市
選
挙
管

理
委
只
金

〔胴
窃
5
4
3
B)

上
回
女
子
短
期
大
で

児
童
文
化
研
究
大
会

••• 
マ
と
き

叩
月
お
日
出

(分
科
会
U

午
前
刊
時
叩
分
1
正
午
、
講
演
会
H

午
後
l
時
加
分
1
3
時
四
分
)

マ

と
二
ろ

上
回
女
子
短
期
大
学

マ

内
容

①
分
科
書
H

『
日
く
た
ち
の

お
う
ち
だ
よ
ノ
』
『
身
体
表
現
由
喜

び
』
『
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
取
り
組
む

ア
i
テ
イ
ス
ト
逮
』
『
今
、
求
め
ら

れ
る
も
由
・
親
と
子
白
触
れ
合
い
』

⑨
構
漬
舎
は川
絵
本
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど

で
活
路
し
て
い
る
長
新
式
さ
ん
に
よ

る
講
演

『絵
本
と
ユ
ー
モ
ア
』

マ

申
し
込
み

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
叩
月
日
固
ま

で
に
干
3
8
6
U
上
田
市
下
之
郷

6
2
0
上
回
女
子
短
期
大
学
児
童
文

化
研
究
所
倫
8

2
3
5
2
〕

マ

そ
の
他

講
演
会
中
に
臨
時
保
育
室

を
設
置
(
事
前
に
申
し
込
み
必
要
)

『地域保健市民フォーラム』こんな街に暮らしたい/
7 10. !lilllラ~If! g.【9】



長野大学創立30周年

記念講演会

E陪町田-ニの丸1-'上田市民会館

.と き 11月1日出午後l時20分 (IUI場午後零時四分)

.とこ ろ 長野大学新図書館3階リプ ロホー ル

.講演 『生涯学習 と大学」

u.師飯品宗 さん[盟問1芸術文化セ ノター魁長 ・元名古

星大学I!l
.'"し込み はがき に住所氏名 年鈴 ・屯話番号を記して

10月20日ま でに長野大学生涯学習セ ンタ ー (〒386-12上国市

下之郷658-1・圃防0007)へどうぞ(先罰300名)。

西宮町田.材木町'-2-3よ田市文化会館

よ図市民劇場"月例会
前進座公演 n>J

サンテラ鎚品東部町文化会館

••• 
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
加
歳
以
上
回
歳
未
満
の
す
べ
て
の

か
た
が
加
入
す
る
年
金
制
度
で
す
。

さ
て
、
平
成

9
年
度
の
保
険
料
は

1
か
月

H
1
2、
8
0
0円
で
す
が
、

凶
月
か
ら
来
年

3
月
ま
で
白
保
険
料

を
凶
月
白
日
ま
で
に

一
括
し
て
前
納

し
ま
す
と
、
便
利
な
ば
か
り
で
な
く
保

険
料
も
割
引
に
な
り
お
得
で
す

(
6か

月
で

8
5
0
円
)。

『国
民
年
金
保
険
料
』

6
か
月
前
納
が
お
得

r 

JAY WALK 
コノサート-97

セレス↑ール
阻~初001

10121 『モンゴルからの凪」
"初 l'町無中田学料円呈 セレス

'" コンサート ホ-"

11ノ7fフルート晶ハープデaオ』
般

セレス
白飴 コンサート 18:30 前売り ホール2500円

11116 車 s回セレスピn
9:30 無料

制 リレーコンサート ホール

丸子町文化会館
6
か
月
前
納
を
希
望
す
る
か
た
は
、

桂
期

6
か
月
前
納
用
納
付
曹
を
匝
っ

て
、
叩
月
白
日
幽
ま
で
に
納
付
し
て

:ゴ
F
、
。

4
7
1
t
b
 

な
お
、
口
座
娠
替
を
利
用
さ
れ
て

い
る
か
た
で
、

6
か
月
前
納
へ
の
変

更
を
希
望
す
る
か
た
は
、
四
月
日
日

嗣
ま
で
に
辿
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課
国
民

年
金
係
(
困

1
3
6
5
)

あ
な
た
の
未
来
を
主
え
る
国
民
年
金

巡
回
宅
地
住
宅
相
談

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
/

••• 
住
宅
を
つ
く
る
際
の
法
律
問
題

・

資
金
・融
賢
制
度
、
土
地
建
物
の
賃

借
・売
買
・契
約
な
ど
、
宅
地
住
宅
に

関
す
る
総
合
的
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
す
べ
て
無
料
で
、

ーーー一四惨事皆置圃E酎彊彊器量iml'••• 

特別弔慰金の
請求はお済みて"すか?

謂求胸躍は、来年3月31日です。戦没者

の遺族で、まだ詰束事装苦言していないか

たは、お早めに請求してくださL、。なお、

請求轡類は、市役所福祉聾にありますので、

お手数でも畳け取りに来てくださL、。

.支給対象者 止の要併をすべて満たすか

た(先順位のかた一人)

①昭和6年9月18臼以挫の戦没者の遺族

②世世者の配偶者、子、父母、語、兄弟姉

妹および生計聞係のあった三親等以内の親

睦哩平成7年4月 1日時点で、遺族のう

ち公務扶助料等の畳給者がいないこと

.金額と主結方，ま 額面40万円、 10年慣置

の無利子の記名国世で支給。

.11求畳付・問い合わせ 福祉課(南庁舎

1階 ・直腸5130)

日
世
密
は
固
く
お
守
り
し
ま
す
。

マ
と
き

凶
月

8
日
制
(相
談
時

間

午

前

日

時

1
午
桂

4
時
)

マ

と
こ
ろ

市
役
所
南
庁
舎
第

3
・
4

会
議
室

マ
問
い
合
わ
せ

長
野
県

宅
地
住
宅
相
談
所
(
阻

0
2
6
2

3
5
7
3
4
1
)
 

市
役
所
の
支
所
で
も

び
ん
・
缶
を
回
収
/

••• 
マ
回
収
場
所

豊
殿
支
所
、
極
回

支
所
、
川
西
支
所

マ
回
収
す
る
も

の

び
ん
・
缶
〔家
庭
か
ら
出
さ
れ
た

も
の
に
限
り
ま
す
)

マ

回
収
日
時

毎
週
水
曜
日
午
前

9
時

1
正
午
(時

間
厳
守
)

マ
分
別
の
方
法

び
ん

4
色
に
(
無
色
、
茶
色
、
背
色
・緑
色
、

黒
色
)
、
缶
ア
ル
ミ
・
ス
チ
ー
ル
一

括
で
。
ど
ち
ら
も
中
身
を
取
り
除
き
、

洗
浄
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ

プ
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
古
紙
、

古
布
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

.
そ
の
他

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
業
務
中
、

家
庭
か
ら
の
び
ん
・缶
、
古
紙
、
古
布

を
回
収
し
て
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
ぜ

環
境
業
務
課
(
困

⑫
0
6
6
6
)
 

『家
庭
用
計
量
器
』
の

無
料
精
度
診
断
実
施

••• 
市
で
は
、
身
近
な
計
量
器
に
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
体
温
計
、

血
圧
計
(
デ
ジ
タ
ル
式
を
除
く
〕
、
ヘ

ル
ス
メ
ー
タ
!
、
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル

等
の
無
料
精
度
診
断
を
行
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

商
工
諜
商
工
振
興

係
(
同
開
閉

5
3
9
5)

月 日 会場・時間

10月四日開 市役所
計量検査室

10月"日幽

午前9時~
10月27日明1 正午

午後1時~
10月28日凶 3時

.日程表

l
 

o
 

--1 10. I1iI6ラjir.!9.

月日 lIi し 開i膏時間 入場 問い合わせ

10112 上小小学樫菅ヨE器 乗車図

姻l 交歓潰膏会
9:25 無料 @ 小学銭

2711 

10117 
金剛山散劇匝公，盲

13:00 
整理券 実@行ω委員会

国包 18:30 " 
10m 中村雅俊コ ンサート 18:30 "側同 上国ω， '50。門 市民会陪

後蓋賀陥商斤舎 1階です.

仲

-?l

白

‘らりすす
，
 

侃

ぽ

掌

時
し

7

止

掛

則

仲

叫祢押

午

を
臥

柑

色
ん

倫

λ

の
齢
動劃

鎗叩限m

白
固

6
川
.る@
 

描
情
鴨
す

投

行

械

惚

怠

先

姐

"

企

官

僧
陥
.
宵

ゐ
皐
悶
剛
明川

叩

E

目

の

"日ω
と

見

な

附

川

竃

.鍋
m
 

毘
U
【

ば

住
で

働
師
事
、

舶

用

悶
刷
、
ー

よ

後
品ビ

-
h
円，

何甜
ふ
討
山

wmw 

J

正
品

uw
械
概t
 
l
 

』
。
人

品
則
州

白
岡



新鮮線 しなの鉄道の開業、よ図交通別所線電車の時刻改正に合わせて循

環パスの時剖が改正されます。

マ問い合わせ空通対董課(困156 1 ) 

左岸コース (塩田・川西)
.大学級前発~富士山~ま範囲町~小泉~別所温泉~前山~塩図町~大学

駅前着 [大学駅前発時剖 ①7:45喧9:50@12:20骨14:50昏17凹]

.別所温泉発~前山~纏図町~大学駅前~富士山~倉園町~小泉~別所

温泉着 [別所温泉安時刻 <])7:10喧8:05@10:00④11:50骨14:40盛16:5日
(①は、塩図農協までの往復で目曙 ・祭日は運休)

右岸東コース

・上園駅発~合同庁舎~国立病院~よ図取者
[よ図駅発時刻 <])8:15骨10叩骨13凹密16:00]

.よ図駅発~盟立病院~合同庁舎~上図駅着

[上回駅発時剖 <])9:00<lJ1 1 :00@15叩骨17コ00]

右岸西コース
・上園駅発~国立病院~酉上関駅~高齢者福祉センタ ~上園駅者

[上図駅発時刻 <D8:40申10:40@13:45@15:30]
・上園駅発~高齢者領批センター~酉よ図奴~国立病院~よ図駅省
[上園駅発時刻 <])9:40<lJ1 1 :30@14:35@16:20] 
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.麻しん(はしか)予防接種

b対象者 a:平成8年4月1日から 8年10月31日ま

でに生まれたお子さん。②平成8年3月31日以前の出

生で、麻しんの予防接種をうけていない7歳半未満の

お子さん。1>実施時期 11月1目白から11月29日比)

まで。お子さんの健康状態の良い日を選んでください。

1>実施場所下査の委託医療機関。必ず事前に電話

などで連絡してからお畳けください。t査種料金は無料

です。1>持ち物 母子健康手帳(持書していないと

受けられないので注意してください) ・体温計 l> ~:主

意事項 ①予診票は委託医療機関にあるものを世用し

てください。②体温は接種の直前に医療機関で計るこ

とになりますので、できるだけ体温計を持参してくだ

さい。※対謀者にはハガキの通知がでます。

"・r・ ~ "'5る ，
.清水佑一郎くん

(1簸川辺町〉

『泣き虫で甘えん幼で
いたずらっ子そんな佑
郎が好きだよJと、"

の由紀さん。

ーーーーーーー--且温国温己主主:r.:.Jーーーーーーーー
直司どっしても萱けなければいけない予防接種ですか

ーヨ麻しんは伝染力が強く、 一生のうちに一度は必ず

かかる重い病気です。発熱 ・堕 ・鼻刊 ・めやに ・発し

んが主症状です。合俳症として気管支先 ・肺長 ・中耳

貴 ・脳査があります。麻しんにかかった子どもは 1万

人に 1人の割合で死亡しており、現在でも年間約50名

白子どもが命をおとしています。こ由予防白ためにぜ

ひ受けてほしいと思います。

画ヨ副反応がでますか

区コ麻しんのワクチンは弱毒生ワクチンですから体の

中でウイルスが増えていき、 週間後ころ発熱や発し

んなど、軽い臨しんに似た症状が約20%にでますが、

1-2日で消えます。時には熱性けいれんや、 100

万人に 1人程度の脳尭の尭生が報告されています。

.麻しん予防接種 委託医軍機関一覧表(50音順)

保健 診t砂
健康推進課

-寝たきり老人をささえる家族の会

bとき 10月9日附午後1時30分から 3時まで b 
ところ 保健センタ (市役所南庁舎2階) 1>内容

『リフレッンュ体操J(講姉体育指導委員)、『話

し告し、J 1>その他 動きやすい服韮でお出かけくだ

さい。1>問い合わせ 健康推進課 (困 1628)

『健康教室へ』

いつまでも健康な生活を送っていただくため、保健

補導員が中心となって 『健康教室』を聞きます。どな

たでちお気軽におでかけくださ L、。なお、 40歳以上で

健康手帳をお持ちでないかたには当日お置ししますo

t>[gJ ~、合わせ健康推進謀 (困 1626 )

• r健廟教室』の日程表

月日 時間 場所 陽師 内容

10/9 19:00- ひかり
栄養士

「ポケない転lまない
嗣 21 :00 自治会館 寝込まなL、」

10/16 13:30- 下吉国
薬剤師 薬・漢方の飲み方

嗣 15:30 公民館

10/16 13:30- 踏入 体育指
棄しく体を動かそう

嗣 15:30 公会堂 導署員

聴いて/見て、-来て、

【12】7 10. 広喜Fラ.At:!9

当日、血圧測定も行います。

腸管出血性大勝菌感染症にご注意を
今年度上小管内での、 0-157をはじめとする腸

管出血性大腸菌感染症の患者・感染者の量生者数

は10人 (9月3日現在)となっており、昨年の量

生者数 (5人)をすでに上回っています。宣品目

鼠いなどには、じゅうぶん，主意しましょう/
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